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2‒3　人称代名詞も格変化します

「あなたを愛しています」。こんな告白を、スラヴ世界のどこかでした
くなったとします。ありそうですね、スラヴ系は美男美女ぞろいです。
でも諸般の事情で言いたくても言えない、そういうこともあるでしょう。
けれど少なくとも、言えない理由が「あなたを
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という言い方がわからな
い」なんてことではないように、人称代名詞の変化も見ておきましょう。
人称代名詞は、すでに述べたように、3つの人称が単数・複数、また

双数それぞれに格変化します。代名詞に呼格の特別な形はないので、格
は 6つ。ただし前にも述べたように、ブルガリア語・マケドニア語では
主格以外には、対格と与格に相当する斜格代名詞があるだけです。
ということで、スラヴ世界の愛の告白―「あなたを愛しています」。
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これだけ知っていたら、どこで恋しても大丈夫ですね！　でも浮気は
だめですよ。どれも英語の I love you.と同じつくりで、最後にある語が
youにあたる 2人称単数の代名詞、「愛する」の目的語で対格形です。そ
の前が動詞「私が愛する」。「私は」という主語の 1人称代名詞は、ロシ
ア語やウクライナ語以外には文に出ていません。動詞が人称変化してい
るので、主語の人称は動詞に示されているからです。もちろんロシア語
やウクライナ語でも、я（私は）を省略しても愛は伝わりますよ。
さて、ここに出てきた「あなたを」という形、いずれも音韻的に似て
いることはすぐわかりますね。ただロシア語やウクライナ語は 2音節、
ほかは 1音節。短いほうが覚えやすいから、東スラヴ系を好きになるの
はやめ、なんて。でもこれらの言語では、対格形は т
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だけですが、ほかの言語では、ポーランド語で ciebie、チェコ語では
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tebe、スロヴェニア語でも tebeと、ロシア語などと同じような 2音節の
形もあるのです。これらが、2‒1でふれたアクセントをもつ「完全形」
です。他動詞の目的語には、ふつう、左の例文に示した接語形が使われ
ますが、たとえば「誰を愛しているの？」という答えに「あなたを！」と
強調したい場合などには、完全形が必要。なので 2つの形があるほうが、
じつは面倒かもしれませんよ。
愛の告白には「あなたを」という対格形が必要ですが、「あなたにプレ

ゼントをあげる」というときの「あなたに」なら与格、「あなたと一緒に
いたい」では「あなたと」は造格、そして「あなたのことを思って」で
は前置格も必要です。スラヴ語世界では、恋をするにも格変化。では、2
人称単数の人称代名詞の変化を、ロシア語とチェコ語で確認しましょう。

主 生 与 対 前 造
ロ ты тебя тебе тебя тебе тобой
チェ ty tebe / tě tobě / ti tebe / tě tobě tebou

格変化を間違えそうですが、ロシア語もチェコ語も、生格と対格、ま
た与格と前置格は同じ。だから変化形としては 4通りということです。
そして上の「あなた」の t-の部分をm-に代えると、1人称単数「私」の
変化形らしきものができます。たとえば「私を愛してる？」ならこうな
ります。
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ここはもちろん 2人称単数の「あなた」が主語になり、右端の語が 1
人称単数代名詞の対格形「私を」です。上の「あなたを」と比べてみる
と、形の相似性が、なんとなくわかっていただけるでしょう。なおチェ
コ語のměの発音は、綴りに出てこない［ɲ］の音が入って「ムニェ」と
なります。


